
   黒岩祐治が行く！神奈川の現場 

平成25年７月１日 

参 考 資 料 

                      (県政・厚木・大和・相模原記者クラブ同時送付)  

県立さがみ緑風園の現場訪問の結果について 

 

平成２５年７月１日（月）の「黒岩祐治が行く！神奈川の現場」では、相模原市

南区にある県立さがみ緑風園を訪れました。 

重度の身体障害がある利用者の日中活動の様子などを視察し、利用者及び利用者

の家族、職員との意見交換を行いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

身体障害の状況は、利用者ごとに

異なります。「その人らしい暮ら

し」を実現するため、多彩なプログ

ラムで毎日の生活のリズムを保ち、

うるおいと生活意欲を喚起していけ

るよう個別支援プログラムの充実に

努めています。 

 

ＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化症）＊

発症後、当園に入所し、人工呼吸器

を装着することとした利用者と話し

ました。この方は、家族の介護負担

を考え、人工呼吸器を装着するかど

うか悩み抜いたということです。 

当園では２４時間体制で医療ケア

と介護の支援が受けられます。  

 

入所している身体障害者の重度

化・重症化・高齢化が進んでいま

す。進行性疾患や全身管理が必要な

利用者が増え、医療依存度が高くな

ってきている状況について、説明を

受けました。利用者の外来通院も必

要となっており、医療機関との連携

の重要性も高まっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜用語の説明＞ 

＊ＡＬＳとは 

筋萎縮性側索硬化症。 

運動神経が障害（＝変性）されるため、全身の筋力が低下、身体はまったく動 

かせなくなり最終的に呼吸筋麻痺により死亡する。 

根治療法はなく、対症療法により延命がはかられる。 

 

 

 

 

 

利用者数名が熱心にリハビリに取

り組んでいました。医師の指示のも

と理学療法士・作業療法士が機能維

持目的の訓練や車椅子など福祉機器

の導入・調整にあたり、利用者の生

活の質を高める支援を行っていま

す。 

 

利用者と利用者の家族及び利用者

の生活支援、医療ケアに当たってい

る職員と意見交換をしました。重症

化・重度化が進む身体障害者支援の

あり方や医療との連携などが話題に

なりました。 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

神奈川県保健福祉局福祉部障害サービス課 

 課長 山崎  グループリーダー 千葉 

電話（０４５）２１０－４７０２、４７０５ 

FAX （０４５）２０１－２０５１ 


